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[6月のことば]

花泥(はなどろ〉が流れる季節

之

長糊
井

試‘

I
l

事
打

農

J

省林農

六月ともなれば，瀬戸内海の因島(広島県〉あた

りの島|興部は， ときならぬ春雪のシトネを着た烏

J誌が， コバルト色の海ょに浮ぶように，除虫菊の

美しい花の季節の訪れとなる O おそらく，コンビ

ナート企業がふりまく公害に，身も心もおかされ

ている人々に，この美しい景観は一抹の爽やかさ

と安らぎとを与えていることだろう。

今日の合成化学万能時代にも，なお天然ピレト

リンの良さを守るように，六，七百町歩ばかりの

除虫菊が，耕して天に到る(我々は耕して貧困に到

ると呼んでいた〉段々畑に乱れ咲き，そこで昔から

千・歯こきで，花を収穫しているであろう農業者の

姿が目に浮ぶ。

平均四，五反としづ零細な，急傾斜地の畑作経

営にとっては，平坦地から山頂にいたるまで，こ

れほど，あまねく現金収入の潤L、をもたらした商

品作物は，かつてなかったといってもよし 10

今日のような環境時代には，天然ピレトリンと

しての価値もさることながら，それ以上に，美し

¥ ¥景観の恩恵をあたえる環境保全的価値が，ふた

たび見直される必要があるだろう。その地帯に棲

む住民にとっても，また近くを旅する多くの人た

ちにとっても，この自然のもつ無限の価値は， き

わめて貴重な資源であり，共有の財産で、あると思

われる O なにか適切な環境行政としての措置が3

とられることを望みたい。

ところで，この急傾斜地の畑作では，土を大切

にする，つまり地力を大事に保全するところの，

手鋤きと¥¥う耕具による技術的慣行が，伝統とし

て残されてし 1たO

「花泥(はなどろ〉が流れる」としづ古老のコトパ

に，土を愛する切実な感じがにじみ出ていること

を，印象づけられたものであったO

花向岩の風化した段々畑の土壌は，いわゆる受

蝕性が大きくて，ちょっと大雨が降ると，エロー

ジョン(土壌侵蝕〉が起きて，いちじるしく大量の

土壌が流出する O

と 、、F乎小 昭和48年 6月 1日学

とくに海藻(もば〉のたばをトギリオークという

棒で突き刺して，汗だく、で、山頂まで運び上げて，

丹精して肥沃にした土壌が，梅雨や台風期には，

111からガリー侵蝕でできた谷へ，そして河口から

遥か沖合いに出て海わ包を黄色ぐにごらすほど，

大量の沃土が流されてし 1く。土を愛する農業者の

悲嘆には，はかり知れないものがある。

「花泥が流れる /Jというこの島の古老のコト

パのなかには，このよラな怨念の響きがこめられ

ていたわけだ。かつて，急傾斜地の土壌侵蝕と土

壌保全の調査研究で，これらの島々を八年間調査

して歩き廻ったことがあったO

あの頃から十数年が経過した今日では，これら

の急傾斜畑はどんどん放棄され，荒蕪地と化し，

段々畑で働く農業者の姿がしだいに影を消して，

こんどは土に代って人聞が内海工業コンビナート

地帯に，どんどん流出してし、る時代になってきて

いるのであろう。想えば，無量の感に胸がいたむ

さいきん，畑地といわず水田までも，堆厩肥が

入らず，多肥料・多農薬の影響に加速されて，土

が死んできているとしづ戸が，全国的に聞かれる

ようになってきたO これには，農業者の生産意欲

を減退させた社会経済的な問題が，基本的に影響

しているが，さいきん食糧の世界的窮迫見通しが

強くなってきたことをあわせ考えると，技術的に

も行政的事業としても，この農業の最も大事な基

盤をなすこヒを守る運動を，なんとかして全国民的

に盛り上げる必要性があることを痛感するO

かつて広島県の奥深い山村で，酪農ひとすじに

生きてきた一人の農婦が，歌集がその年の農民文

学賞を得たよろこびを託して，こんな歌を送って

きたことがあったO

うつむきて堆肥を負えば足もとの

蟻の歩みとわれの歩みと

何時果つるこの労働を思うとき

とじし眼より泊流るる

土に活きる婦人としての苦しみと怒りを，赤裸

裸に訴えたものだが，私は一研究者として，この

歌を受けとったとき，激しい衝撃をうけたことを

想¥¥出すO

農業技術研究者諸君。ぜひ新しい，人間解放的

な土を守る技術を，すみやかに開発せられんこと

を/
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富山県の白菜と肥料

富山県農業試験場町波園芸分場

西川久夫

はじめに

富山県は水稲単作地帯で，特に冬季は積雪量が

多いために，施設園芸の発達が表日本にくらべ著

しく遅れている O しかし，秋冬はくさい，冬キャ

ベツ，秋冬だいこん，秋冬さといも，夏秋トマト

などの露地野菜の栽培がかなり多く ，国の指定産

と 学 第三種郵便物認可 ( 3 ) 

の省力化がす》められる。

第 1表 富山県の秋冬白菜の彊の指定産地

指の定種野菜別 産指地定名 年指度定 区域 (作昭和付4面7年積) (昭生産和数47年量) 

八尾 昭41 八尾町 43 1，380 
秋
黒山部 41 黒部市 30 860 

~ 

福福光野町町lま 南砺 43 59 2，140 

とやま 47 富山市 88 3，170 
さ 高岡 47 高岡市 46 1，656 
し、

ノj、EZ十 266 9，206 

栽培の概要

1) 品種

現在，本県に栽培されている品極は，長岡交配

耐前六十日白菜と，宮山交配つるぎ白菜が全体の

80%を「片め，一部に長岡交配耐病五十

五日，六十日，錦秋，横綱2号，栃木

交配新栃光白菜などが栽培されている

2)播種期

本県の白菜の播種適期は 8月中旬

で，従来はほとんど練り床育苗を行っ

ていたが，はじめに述べたように昨年

から，ペーパーポット育苗による機械

移植栽培が行われるようになってき

たO

大型移植機による白菜の植付状混

地も小さいながら14産地もある。

このうち秋冬はく さいの産地が5カ所あり，本

県の重要野菜の一つであるO 秋冬はくさいの総作

付面積は，昭和47年度で約500haあるが，これら

の指定産地で生産量の大半をしめている O

秋冬はくさいの指定産地は第1表のとおりで，

昭和47年度は作付面積266ha，生産数量は9，206

tである。

出荷先は主として関西市場〈京都，大阪，神戸〉

および金沢，富山，高岡市場である O

特にオヌ県の白菜は高冷地の長野ものが終り，暖

地ものが出廻らない10月中旬から11月中旬に出荷

され，関西市場に対する供給圏として大きな期待

がよせられている。昨年からペーパーポット育苗

による機械移植が実用化され，本年は大型機〈サ

ークル式)，中型機(丸高式〉が導入され，定植作業

育苗方法はポットの規格TH-38を

用いて箱育苗とし， 12'""'16日育苗で本

葉3'""'4枚，草たけ 8'""'10cmのと きに

t <目次> 寸
1 ※ 花泥(はなどろ〉が流れる季節 ・(2)
; 農林省脚試験場長川 井一之

i ※ 富山県の白菜と肥料 一一
! 'MIJI県農業試験場砺波図芸分場 西川久夫

t ~ 沖縄の野菜について
~その現状と問題点~
沖縄県農林水産部農産課 新城信吉

※ 果樹の新品種とその特性
~ブドウ 「高尾」について~

東京都農業試験場 芦 川 孝三郎

※ リンゴの新品種とその特性
秋田県果樹試験場鈴木 宏

※ モモの新見種とその特性
農林省果樹試験場 吉田 雅夫

※ 鹿児島県大島郡沖永良部島
テッポウユリの球根栽培 ・・・・ 0 ー・ ・・・・(日)

鹿児島県農業試験場 小林正芳

※ みかんの防除作業方式別栽培面積

※ 生産は微増するが所得は落込む ?
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植えるO 育苗方法と作業時間は第2表のとおり，

練り床育苗の約士に労力が節減されるO

なお，本年からV-4規格のポットが用いられ

るO

第2表 ペーパーポット育苗の作業時間

(富山農試・砺波・ 1972)

作業名 組人員
測定 作業 10 a 当 10 a当り
単位
時‘間ia-

り必要量 所要時間

育苗箱の組立 1人 1箱 18箱 。6'.00"

J、ミーーノ{ -
2 1冊 35 18/1 21.00 

ポット展開

床土作り 1 1 ha 49.40 6.6m 5.07 

床土振るい 2 1 /1 1.00.30 165m3 18.00 

床鎮土入れ，圧 2 1箱 41 18 24.36 

台、 ん 水 1 1 /1 09 18箱 2.42 

は 種 2 1 /1 1.17 18 46.12 

覆 土 2 1 " 12 18 7.12 

ビニール被覆 2 1 ha 8.40 18 1.44 

被カンレイシ覆ャ 2 1 " 4.10 18 50 

間 百| 1 1箱 2.43 18 48.54 

メ口入 計 3.02.17 

3) うね幅と株間

大型移植機の場合は， うねI1I高1.5mで、株間45cm

の2条植，中型移植機ではうね1!1li¥1.4mで株間50

cmの2条植で， 10 a当り植付株数は 3，000株を目

標とする O

4) 肥料

従来は基肥に必ず堆肥や石灰窒素を

施用していたが，最近の農業情勢から

ほとんど施用されなくなっ t::.o

北陸は表日本にくらべて，秋から冬

にかけて降水量が特に多く，1，000 mm 

以上で表日本の倍以上に達するO この

ことは，本県の秋白菜の施肥技術上の

と 示
γ

A且.
子 昭和48年 6月1I::l 

13.4mgに対し，水田土は2.7mgと水田土は著しく

少なし 10

このように水田を畑地化することによって，一

時的に硝酸化成が進み，水田裳作で、は降雨によっ

て基肥の流亡が多い原因となるわけである O

肥料流亡を少なくするには，ポリマルチの効果

は大きいが，本県のように高うね栽培で機械移植

する場合は，まだ実際的でなし 10

一方，緩効性肥料や硝酸化成抑制剤入り肥料は

流亡が少ないが，気温の低¥¥年などは初期生育に

多少の問題があり，今後の研究にまたねばならな

L、。
白菜は定植後20日くらいまでに，肥料を速効的

に効かせ， 10月上旬の花芽分化期までに株張りを

よくし，葉数を多くとることが栽培のキメ手にな

る。

また白菜はホウソ欠乏，石灰欠乏，苦土欠乏な

どが発生しやすいので，これらの成分のはいった

肥料を施す必要があるO

以上のことから，基肥にマグポロンを 120kgく

らい施fし，化成肥料，は速効性の(燐硝安加里E802号

など〉を用い，生育期!聞に肥切‘れしないよう追肥

するO

追肥は時期が大切で、，第1回は定植後10日間く

らいしで施し，第 2 巨lは結}~(始め時(定植後35 日目

頃〉に施用する O

第3表 水田土壌と畑土壌の硝酸化成の相違(福井農試・ 1969)

土壌の

極類

1:111 ::1二

水田土

重要な課題である。

しかも本県は耕地面積の909ぢが水田で，畑地は

きわめて少なく，従って白菜も水田裏作や水回転

換畑が中心であるb特に水田裏作の場合は肥料の

流亡がはげい 10

福井県農業試験場のデータによれば，第3表に

みられるようじ，畑土と寸ぇ国土について調査した

結果，施肥後20日後に，畑土のアンモニア態窒素

36.8 

35.1 

注:5，000分の1ポット 室奈a当り 3.75kgを硫安で施用

第4表施肥例

肥料名 |総量基肥
追肥 3要素成分

1回 2回 N P K 

マグポロン 12k0 g 12k0 g 
kg kg kg kg kg 

燐硝安加里E802号 140 140 22.4 14.0 19.6 

追肥化成 90 40 50 16.2 4:5 13.5 

38.6 18.5 33.1 
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沖縄の野菜について

~その現状と問題点~

沖縄県農林水産部農産課

新城信古

現状

沖縄における野菜の需要は，近年著しい増大を

続けているが，これに対応する供給については，

生産規模が零細，かつ分散的であること，気象条

件による豊凶の差が大きいこと，貯蔵性に乏しい

こと，生産，出荷体制がととのっていないこと

等，供給体制が十分に整備されてない実状にあ

る。

このため，近年の野菜価格は激しい変動をくり

返しつつ，きわめて高い上昇傾向をたどってお

り，消費者物価の上昇に多大な影響を与えてい

る。

このように野菜価格の変動に対処して，安定的

生産所得の確保と，消費地に対する供給の確保と

いう面から主産地の育成，端境期における野菜生

産について，ひきつづき栽培指導を行ってきたO

また野菜の生産は，都市近郊地域における工業

用地化，宅地化の進展，そのうえさとうきび単作

化の影響を受けて，その生産量は昭和38年度の

63，920 tから昭和41年度には42，998tと，年々減

少の傾向にあったが，昭和42年度以降は持続的な

価格上昇基調に支えられて，漸増の傾向を示し，

昭和46年には収穫面積3，700ha，生産量72，900t 

となったO

第1表 沖縄県における野菜の需給推移 (ha: t :千円〉

Xi 島産 輸

面積生産量 数量

昭和42年 2，626 55，515 15，655 
43 3，266 70，652 14，080 
44 2，563 51，167 19，903 
45 3，448 78，038 16， 356 
46 3，710 72，948 18， 981 

資料:琉球政府「農林水産統計」

昭和30-，q:.

昭和J42.{j'-

ノ、 米軍販売

:Jt: 客員 数、量 金額

817，560 71， 170t 5，760 556，560 
604，080 84，732 4，520 471，960 
1， 104， 120 71，070 4，100 403，920 
1，033，560 94，394 3，000 295，920 
1，224，720 91， 929 2，400 236，880 

il::ドル換算不 1ドル=3iO円

野菜の類別消費構成の推移

H百和36.{1:.

昭和44.{1三

輸

数量

628 

382 

49 

581 

1，281 

出
計

金額

29，160 6， 390t 

21，600 4，902 
4，680 4，149 
39，960 3，581 
88，560 3，681 

葉菜
58.1% 

H日干1140 il'. 

昭和4G.q-=.

資料.;農林水産郎農産諜

県 内

消費量

64，780 t 
79，830 
66，921 
90，813 
88，248 
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しかし，生産が需要に対応できず，消費者物価

の上昇に大きな影響を与える正ともに，野菜の移

入を増加させている O

作付面積についてみると，昭和38年度の 3，744

haから，日百和41年度には 2，211haと，対前年比

で40.95ちの著しい減少となったO

Lかし，昭和42年度以降は増加の一途をたど

り，昭和44年度にはあ116haとなって，昭和41年

度を40.9必も上回る増加を示したO

さらに野菜消費形態の変化に対応して，野菜生

産は周年供給化の方向をたどり，主要な果菜類と

くにトマト， きゅうり， ピーマン，スイカ，メロ

ン等の施設園芸ものの比重が高まりつつある。

問題点

本県の野菜の経営規模は極めて零細で，それに

加えて台風，病虫害等の自然災害が多く，かん排

第 2表 年次別野菜の輸出推移

と;科
兵江，

矛 昭和48年ち月 1目!

水施設等の基tiV~盤備等も十分なされておらず，生

産，出荷組織についても市場流通機構が未経備の

ため，計Iilii的な生産出荷が行われていな¥¥0 

このため価絡の変動が著しいので，今後は集出

荷施設の導入等によって，共同集出荷組織の育成

が必要-である。

また野菜の本土出荷については，本県の亜熱帯

の立地条件を利用して生産されたうり類，サヤイ

ンゲン等が有望で、あるが，本県には他府県に未発

生のウリミパエが発生しているため，植物防疫法

により移動の制限または禁止をされているので，

これが早期撲滅をはかるため，徹底した防除を行

っている。

また，国の補助によりコバルト60を利用した不

姓雄放飼法による撲滅を年次計画で行うため， 48 

年度に実験的に実施することになったO

(kg:円) 農産課資料

、で 昭和 43 年 昭和 44 年 昭和 45 年 日召 手口 46 ij三

数 量 金 事頁 数 量 金 害頁 数 量 金 害責 書士 量 金 客員

キャベツ 970 52，200 1，650 93，240 84，644 2，650，320 2，902 190，800 
玉ちしゃ 24，427 2，097，000 20 1，800 108， 13'2 11;665;080 38，106 5，025，600 
セロリー 870 52，920 20 1，800 1，618 220，320 2，478 342，720 
にんじん 130，750 5，456，880 306，209 17，954，640 275，731 14，051， 520 
玉 jョ ぎ 198，000 11，500，200 61， 143 4，759，920 904，739 60，775，560 
ニンニク 26，500 2，303，280 14，000 1，212，120 13，032 1，189，440 13， 357 2，801，160 
パセリー 41 11，880 12 7，920 
ト ーマ ト 16 2，880 32，936 3，234，240 24 2，520 20，046 2，206，800 
だいこん 227 35，280 2，734 345，240 
サトイモ 1，364 534，240 774 358，920 
h ぎ 136 29，160 706 130，680 
しょうが: 2，091 349，200 2，841 870，120 
オ ク フ 1，961 729，720 6，709 999，360 
とうカ" /" 6，000 477，720 
メ ロ ン 741 650，160 
結球白菜 3，075 213，480 
そ グ〉 f也 8 2，160 15 2，880 1，304 158，040 

言十 381， 533 I 21，465， 360 I 48， 6竺~竺， 360 580，637 40， 134， 600 1，282，255 89，605，800 

第3表 野菜の収穫面積および生産量の推移 ¥ ba : l) 農産課資料

、そ三空 昭和 43 年 昭和 44 年 H召 手口 45 年 日召 手口 46 年

収穫面積生産量 収穫面積 生産量 収穣面積 生産量 収穫面積 生産量

キャベツ 536 15，203 328 9，866 571 18，063 516 14， 531 
ほうれん草 107 1，857 97 1，560 108 1，870 118 1，864 
ち し や 103 2，185 55 779 208 3，614 169 2，697 
結球白菜 276 4，928 232 4，227 283 6，265 232 4，358 
百十 1，022 24，173 712 16，432 1，170 29，812 1，035 23，450 
だいこん 310 8，669 275 8，544 283 9，061 217 6，703 
にんじん 192 5，142 137 4，060 236 7，"174 274 6，531 
ばれいしょ 151 3，282 211 3，818 223 5，428 168 3，408 
計 653 17，093 623 16，422 742 21，663 659 16，642 
きゅうり 207 3，736 130 2，432 139 2，587 194 3，790 
カ‘ lまちゃ 135 2，151 102 1，416 136 1，532 117 1，402 
とうがん 125 2，744 53 1，025 77 1，929 171 3，002 
す し、 台、 130 2; 202 173 1，595 223 2，988 368 5，916 
lこカf うり 201 3，126 107 1，362 161 2，536 207 2，358 
ト 、マ 卜 59 1，139 41 687 53 1，931 105 1，894 
き Aや 玉王 86 893 62 1，061 95 1，721 99 1，303 
言十 943 15， 991 668 9，578 884 15，224 1，261 19，665 
1i 、 言十 2，618 57，257 2・，.003 42，432 2，796 66，699 2，955 59，757 
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果樹の新品種とその特性

~ブドウ 「高尾」について~

東京都農業試験場

芦川孝三郎

1. まえがき

たねなしブドウは現在，消費者から非常に歓迎

され，その消費も順調に伸びている。 しかしその

主体はデラウ ェアだけといっても よく，ジベレ リ

ンの2回処理によって，果粒の無核化と肥大をは

かっているので，本来のたねなしブドウの出現が

待望されているが，まだ実現していなし、。

このたび当場で育成した新品種 「高尾J も，ジ

ベレリン処理を必要とするのであるが，その処理

が1回ですみ，デラウェアに比し果粒や果房がは

るかに大きく ，特異な性状をもっているので，こ

こにご紹介する。

2. 育成経過

ブドウに巨峰とLづ品種があり，果粒が巨大ぞ

食味も優良なため，ひろ く好評を博している O し

かしこれは一面で

は，生産者泣かせ

の品種-C'，と くに

花振いの防止には

多大の苦心を要す

.る O

そこでこの点を

改良する目的で，

1956年秋，巨峰の

自然結実果から得

た種子約 120粒を

播き，実生を育成

第1図 「高尾」の果房

してみたO その後 6"""'7年たつと，続々と結実し

てきたが，花振いしない系統はついに得られなか

ったO そこで全系統に対し，ジベレリン処理を施

してみたところ，無核化が容易 vで品質のすぐれた

系統が現われた。これが 「高尾」で，最初は 「立

)!I 1号」と仮称していたO

当初は無核種のよラに見えたが，よく調べてみ

ると，無処理ではやはり若干，有核粒を生じるこ

と ネヰ
A且.
寸・ 第三種郵便物認可 (7) 

とがわかったO しかし開花末期の 1回処理だけ

で，充分商品性のある果房が得られるので，本格

的な無妓種が出現するまでの間，つなぎの品種と

しての役割りは果せるのではないかと考えている

1967年度から，農林省主催の系統適応試験の中

で，各地の試験場において検討されているが，ま

だ着果し始めた段階のところが多く ，詳細につい

ては今後の検討にまたねばならなし、。

3. 特性

(1 )樹性 全体として巨峰に似ているO 樹勢は

旺盛で枝は

太く ，伸長

力も強L、。

葉裏のじゅ

う毛はほと

んどみとめ

られなし、。

花芽の着生

は巨峰より

やや少な目

第2図 「高尾」の結果状況

であるが，系IJ]¥、結果母枝や副梢からも，比較的太

色、果房を生じるO

巨峰に比し蔚芽展葉はやや早いが開花は少しお

そい。耐病性は巨峰と同程度のようで，とくに特

定の病害に対し，抵抗性が弱L、というようなこと

はみとめられなL、。

(2) 果実本種は無処理では満足な果房は得ら

れな¥¥0 花振いがおこるし，また l果粒が 4"""'5

gにしかならな¥¥。ジベレ リン処理した場合には

別品種と見ちがえるほどの果粒，果房を生じる。

果皮は紫黒色を呈し， やや厚く丈夫で裂果のお

それは少なし、。果粒は長味をおび l粒7"""'8gが

標準であるが，大きいものは10g以上にも達す

る。果房は放任しておけば大きくな りすぎるの

で，整形して400""500 g程度におさえる。

糖度は17"""'18度ーと酸味は少なく，肉質は硬ど緊

っていて独特の風味がある。果実の芳香は巨峰に

似ている。果皮と果肉の分離はやや不良である

が，食べなれれば別に問題はなし、。

日も ちは 8 月の高温時には 5~6 日であるが，

9月に入ってやや冷涼な状態になれば7"""'10日は

大丈夫である。果実の成熟期は東京で8月中，下

旬である。
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4. ジペレリン処理
デラウェアの場合と同じく，まず樹をよく充実

させておくことが大切である。体内の栄養条件が

不良の場合には，ジベレリン処理に細心の注意を

払っても，花振いをおこすおそれがある。

(1 )処理時期 開花末期から開花終了後 4'""5

日目くらいまでが適期である。開花前に処理する

ー必要はみとめられなし、。開花直後の処理だけで，

完全に無核化できる。

(2) 処理前の新柏、の摘心および花穂の整形 開

花の 3'""7日前(東京で5月下旬"'6月上旬〉に新梢

の先端を摘心するO

発育が旺盛のものはもちろん，中程度のものに

も実施する方がよし、。花穂に対しては，岐肩を含

め，上部3'""4段の小花穂と下端を若干摘除す

る。

(3) 処理適期の花穂の状態と処理濃度 処理時

期があ孟り早すぎると，摘粒効果が出たり ，また

果房が屈曲しやすし、。おそすぎると果粒を充分に

肥大させることができなし 10 その適期は，デラウ

ェアのように，予測するのではなく ，開花という

明瞭な現象が指標なので，判定が容易であるO

第3図 花穂の開花末期の状況 〈ジペレン処理適期〕

適期である。処理時期別の試験結果については第

1表のとおりである。

処理は浸漬でも噴霧でもさ しっかえなし、。処理

濃支は50Ppmでもかなり よい成績を示している

が，やはり 100P P mが最良-である心(第 2表，第3

表参照〉

第2表 GA処理濃度試験成績
(1202号台6年生樹 19:-1) 

GA処 果房長
果房重 1粒重 糖度理濃度 処理時 収穫時

cm cm 
301.g 8 6.6 g 16.度8 10ppm 15.3 17.3 

25ppm 15.9 17.5 449.8 7.3 17.0 

50ppm 15.5 18.0 486.7 7.4 17.0 

100ppm 15.6 19.3 529.8 7.2 17.2 

無処理 15.4 16.7 223.2 4.6 17.4 

第3表 GA処理濃度試験成績 (15年生原木 1;71)

GA処 果房長

理i農度
果房重 1粒重 糖度

処理時 収穫時

cm cm 
365.g 4 6.1 g 17.度5 10ppm 13.6 15.5 

25ppm 13.6 14.7 384.0 7.0 17.7 

50ppm 13.7 16.3 442.8 7.3 18.0 

100ppm 13.4 16.7 490.0 7.5 18.1 

無処理 13.2 13.9 152.5 4.3 18.3 

5. I高尾」栽著上の問題点

(1 ) 凍害本種は樹勢旺盛で徒長しやすいの

で，つとめて校梢の充実をはかる必要がある。化

学肥料としての窒素は原則として施用しない方が

よし、。りん酸，加里，カルシウム等は充分に施用

する。

果房の成らせすぎは絶対に禁物で， 10 a当り

し000、L200kg程度におさえ，最良の条件の場合

でも 1，500kgをこえないようにする。これらの点

に注意しないと，凍害をまねくおそれがある。

第 3図の時期が適当で，花穂の先端が開花を終 (2) 果梗の硬化 シベレリン処理によって呆梗

る頃から 4"""'5日目まーと、の，約 5~~ 7日の期間が の硬化することはさ けられないが，各種の条件に

第1表ジペレリン処理涛期が果房に及lます影響 (1972六 よってかなり相異する。処理時期

ジベレリン
果房長 果房重 果1り佃重房長量当

1果房 1 果 果汁
果梗重
果横

処理時期 粒数 粒重 糖度 段数

cm g g 個 g 度 g 段
開花盛り 17.9 433.3 24.2 60.0 7.1 17.8 7.7 21.5 

開花末期 17.1 550.6 32.2 74.8 7.2 17.5 9.8 22.5 

開花後3日目 17.7 533.8 30.2 65.6 8.0 17.4 10.3 21.4 

開花後7日目 15.8 380.5 24.1 54.3 6.9 16.8 7.4 21.2 

無処理 19.5 243.0 12.5 71.0 3.4 17.3 4.0 26.0 

〈注) 1972年5月30日開花始め. 6月2-4日開花盛り. 6月5-7日開花終り. 8月25日収穫

が早い場合，処理濃度が高い場

合，結果旬交の充実不良の場合等

に，硬化の程度が強くなる。

しかし摘粒の程度に注意し，適

度に果粒を密着させる ようにすれ

ば，果使の岐化に伴なう脱粒の問

題はほとんど解決できる。
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リンゴ、の新品種とその特性

秋田県果樹試験場

鈴木
r--!-7 

R 

リンゴの品質については，栽培技術も大いにあ

るが，より以上に，おいしいlJAIl種ということがよ

くし、われる。新しい品種に対しては農家も血まな

こになって探し求め，常に良い8i:，mへの吏新をは
かっている O 最近話題の新しい')f'['t重について述べ
るO

1. 青リ 2号

来歴青森県リンゴ試験場において，ゴール

デン不明品種(祝ではないかといわれている〉を交配

して育成したもので，昭和45年3月に青リ 2号と

仮称命名したO

樹勢樹令とともに開張性になり，ゴールデ

ンより弱L、。隔年結果性が少なく豊産である O

果実平均果重300g前後，果形は長円形，

果皮色はふつう新聞紙をかけた場合は緑黄色に，

赤の太い立縞が入りそのうえに淡紅色となる O 果

肉は黄白色でち密で歯切れよく，微酸があって，

多汁T味は良好である。

リンゴ関係県で試作の結果は第 1表の通りであ

る。現在早生品種の祝のあと， レットゴールまで

のつなぎの良い品種がなかったO 青リ 2号の場

合，このつなぎ品種として期待されるO 短所とし

ては，無袋栽培では色つきの良い果実が得られな

¥ ¥こと，側果にサピの多いことから，有袋栽培を

しなければならなし 1。また，収穫前に落果がみら

れるので，落果防止剤の散布が必要で、ある O 貯蔵

は約 1カ月よりないから，大量の栽培は困難と思

われる。各県とも増殖の傾向にある O

2. 着色系の「ふt._j

来歴 ふじは，農林省東北農業試験場園芸部

で国光にデリシャスを交配して育成したもので，

昭和33年園芸学会北東北7号として発表，昭和37

年「ふC_jと命名， 「リンゴ農林 1号」として登

録されたO

樹勢樹勢は樹令とともに開張してくるO 校

条が下垂する傾向がみられるO 葉などは国光に似

ているO 未だ生産量が少なく，着果過多で隔年結

果をさせているような状況である O 普通の着果で

は豊産である。

果実平均果重320g前後で，デリシャスよ

り大きい，形状は円から長円形である O 果肉は黄

白色，肉質は粗雑でかたく酸味は少な~ ¥0 しか

し，ジュースが多く l床は良好である。

この，!f，~，極は採収当時から昧がよく，しかも 4 月

頃まで貯蔵がきくことから，秋から春まで需要が

あり，ゴールデンを圧迫しているO ふじは無袋栽

培すると味がすぐれているが，色つきが悪いの

で，着色袋を使用して，色っけに苦労している O

栽培本数が多くなり，色つきの良い系統が各地

に発見され，本県では次の 4系統に分類し，品質

を検討している O

着色系ふじ 1系 果実全面に若色するもの，現

在長野県の波多腰氏の 1系と同じものであるO 肉

質がポソポソし，あまりすぐれなし 1。熟期がおく

れる傾向がみられる。

着-色系ふじ 4系 果実に太い縞の入るものO 本

県では現在1種みられている。玉が一寸小さし 10

この2つの系統を基にして，更に2系統に分け

第 1表青リ 2号各地の試作結果

試験場名 平均1果重 糖度 酸 果実硬度 調査日 イ崩 古Jを

青森園芸試験場 260 g 12.4 0.297 12.3 9月11日 収穫前落果多し

岩手園芸試験場 285 12.3 0.59 11.0 9月19日 着色悪し

秋田果樹試験場 336 12.4 0.25 12.8 9月20日 落果多し

秋田呆試花輪分場 408 12.2 0.369 11 ..7 9月18日 落果多し、無袋着色不良

山形園芸試験場 353 12.4 0.28 13.3 9月13日 H 

福島園芸試験場 320 13.0 0.26 14.5 9月4日 着色不良

長野園芸試験場 320 14.2 0.254 13.4 8月31日 ビタービットの発生

昭和47年寒冷地果樹試験打合せ会資料・より
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ている。

着色系ふじ 2系 1系のように全面濃紅に;着色

するが，かすかに太い縞が見えるものO

着色系ふじ 3系 太い縞が強くあらわれるが，

果面全体にうすく着色するものO

この 4つの系統に分けて検討を加えている O 各

地に，このような色つきの良い系統の枝変りがみ

られるので，省力栽培の点から無袋栽培をすると

すれば，色つきの良い系統を植える必要がある O

着色系には， ウイノレスを保毒して，色のよくつく

ものもあるので出意するO ふじは粗皮病にか与り

やすいので，マJレパ台木かM 106を使用する。

3. 東 光一，

来歴 青森県りんご試験場がゴーノレデシに印

度を交配育成したあので，昭和38年春，園芸学会

に発表したものである O

樹勢枝条の形質はゴールデンに類似する。

強勢である O 新柏、葉に印度に現われる黄変主主がみ

られるが，大きな被害はないようである。成りは

じめはゴールデンよりや』おそ¥¥0 

果実平均果重254gで，果形は円錐形でま

れに不正形を生ずる O 果色は黄緑色で，陽光面は

わずかに淡紫紅色となるO 果肉は白黄色でち密，

年を越すと次第にやわらかくなるが，おいしし、。

採収当時は酸味強く，一種特有な芳香を有し，味

が良好である O

このリンゴの長所は，肉質が非常にソフトで多

汁，長期の貯蔵に耐えて味の変らないことであ

るo 2月頃に食べると非常においしし、。また，独

特の芳香は外人好みとされる O 果皮をむくとき

に，手に移り香がするほどである。キレイな花に

トゲのあるように，この，!rt，lIfIは果形の不正形なこ

とと，芯カピが多くでること，袋かけがおくれる

とグリンスポットなどの果而障害が多く，収穫前

の落果が多いことである O

4. スパータイプの枝変り
前年伸びた若~ ¥校lこ，多くの服芽から発芽して

短果校が若生するもので，一名短果校型枝変りと

呼んで~ ¥る。現在わが国では，アメリカより導入

されたデリシャス系のものが試作されている。ス

タークリムソン， レツ』トスパー， ウエルスパー，

ミラースーパー，オレゴンスパーなどがある。

長所としては，植付後結実するまでの年数が早

く，普通の樹の大きさの%くらいである。(半焼

性〉結実性が良好である。色つきが早く，色も良

~ \。莞定は少なくて良~ ¥。短所としては枝の分岐

角度が狭いこと，果実の糖度が，普通のスターキ

ングなどより， 1-2度低いことから，普通デリ

シャス系の販売後に出荷するようにする O

西は猛暑，北は冷夏 { 
ことしは梅雨が長そうだ- ~ 

気象庁は 5月21日， 6月から向う 3カ月間の長期予報を発表したo ~ 
これによると叫毎雨は長く，北日本は真夏の天候が不順で冷害の恐れがある"と警告している。す i
なわち，今年の北半球は北極付近が非常に冷たくて， 4月半ばに現われるはずの「極」の高気圧が姿!

を見せたのは 5月半ば。しかも夏の主役である太平洋高気圧の北上も遅れており，また台風が111面|も j
発生しないなど，大気の流れが大きく乱れている。~
こうした呉変は， 日本などのような中料支地帯の悔雨から真夏にかけての天候にも影響を与え，特 i
に北日本では昭和41年以来の吹冷たい夏"が訪れる可能性が強¥\としづ。~~
<6月> 上句早くも栴雨前線が北上しい，梅雨入りは全国的に早め。n'内伴'1

砂つてはサッとやむ陽性型の梅雨になりそう。下旬，オホーツク海の高気圧が強まり，北日本は梅雨寒;

i で低温が続き，全国的に大雨の恐れがある。~
; <7月> 中旬1時的に梅雨の中休みがあるが，そのあと再び前線の活動が活発になり，梅雨明け{
は平年よりかなり遅れる。北陸，北海道など北日本は天候不順で平均気温が低くなりそう。~

~ < 8月> 全国的にかなり暑くなり，特に西日本は平年をぐんと上回る猛暑になりそう。しかし日!
;本海側では晴天が長続きせず， 日照不足や大雨で，農作物への被害が心配される。~
i 台風は 2個，本土に接近または上陸する見込み。 q
し札制ψ印可匂~Ä::::A..~~出時明W帆~出~向Wザ国内訳~時邸内角的叫λ~R::::oぬ~~柑柄拘~日N油均時以内均時間丹J
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モモの新品種とその特性

農林省果樹試験場

吉田雅夫

ーはじめに

モモは夏のくだものとしての価値が高く，初夏

から晩夏にわたって広頭をにぎわしている。社会

生活の変化から商品については，高級化，個性

化，多様化が叫ばれているが，モモの品般につい

ても同じような傾向がみられる O

栽培しやすく，品質の良いものが要求されるの

はいつの時代も同じであるが，最近の生食用モモ

については，個性的なものが要求されるようにな

り，進物用の白肉桃や風味濃厚なネグタリンが注

目されるようになってきたO

一方，モiモは用途がー広く，加ヱ原料としても重

要である。黄内極だけでなく，白内種も輸出用と

して価値があるため，一部では注目されている。

こうしづ状勢を考えたうえで，現在の主要品種

と最近話題になっている品種を紹介したし、。

ー新品種の特性

1. 生食用モモ
現在栽培されている生食用モモ!日:Lf{霊の特性は，

第 1表に示すとおりである。熟期は 6月中・下旬

から 8月中・下旬にわたってあるが，いずれも白

肉で，酸味は少なく，たべやすいものが多L、。し

かし早生種については，年lこより甘味が少なくな

るので品質にふれがみられる。

栽培性についてみれば，いずれも東洋系の性質

が強く，耐病性もあり，栽培しやすいが，花粉の

ないものが多く，受粉樹を混植するか人工受粉が

必要になる。最近，話題になっている品種としで

は次のものがある。

(1) 松森早生

山梨県東八代郡八代IUJ・米倉の松森美富氏が， 自

闘で発見した品種で， I白馬しより一週間早く熟

し，経済的価値も高いので，昭和43年種苗名称登

録されたO

樹姿やや直立性で樹勢強¥¥。花芽の着生良好で

花粉あり，結実良好である。果実は円形， 150""" 

200gくらい， 果皮の J着色きわめて良好。 白肉，

|均質軟いが日持性良好である。甘味中~やや多，

酸味は微，品質中位で、ある。粘核で核割れ少。熟

期は早生と中生の中間， 「白鳳」より l週早く，

「大和早生」と同時期である。

小果になりやすいので摘果に注意するが，大果

にしすぎると肉質が粗くなり， I]~I 質も淡白にな

る。黒星病，灰星病に対する抵抗性は普通だが，

細菌性せん孔病には弱いので，風当たりの強くな

いところに栽植すべきである O 無袋栽培可能で

r大和早生」より栽培しやすく，商品としても抜

いやすし、。

(2)西野自挑

山梨県中巨摩郡白根町四野の芦沢達雄氏が，自

第 1表 生食用モモ主要品種の特性

車九 期 果 実 の 特 性 tJit の 特 性
品種

(平塚) 大きさ 果肉色 肉質 甘味 酸味 核の粘離 日持性 樹姿 花芽着生 花粉の有無

布目早生 6月下旬 中 白 軟，中 やや少 少 半離 やや良 中 多 有
砂子早生 6 下 中，大 自 軟，中 やや少 f放 粘 やや良 やや開 やや多 金正

倉方早生 6下-7上 中 白 軟やや粗 やや少 少 粘 良 やや直 やや多 無
大和早生 7上~中 大 白 軟，中 やや少 やや少 粘 不良 中 〆b 無
松森早生 7上~中 中，小 白 軟，中 中 {敢 粘 良 中 多 有
白 鳳 7 中 中 白 軟，密 多 4少故、 キ占 良 中 多 有
箕島白桃 7 中 中 白 軟，中 中 粘 やや食 開 多 鉦

大久保 7 下 大 白 軟，中 中 少 離 良 開 多 有
大和白桃 7 下 中，大 白 軟，宮、 多 少 粘 やや不良 やや開 多 無
清水白桃 8 上 中，大 白 軟，密 多 f敢 粘 やや不良 やや開 多 有
高陽白桃 8 上 大 白 軟，密 ~ 少 粘 良 中 やや多 銀

中i季白桃 8 土 大 白 軟，密 多 中 粘 良 やや開 多 鉦

西野白桃 8 上 大 白 軟，密 多 4放 粘 良 中 多 生正

愛知白桃 8 土 大 白 軟，中 多 少 半占 良 やや開 多 有
白 相t 8 中 大 白 軟，密 多 少 キ占 良 開 多 無
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闘で発見した品種で，品質がきわめてすぐれるた

め，昭和42年種苗名称登録されたO

樹はやや開張性で樹勢はやや強し、。花芽の着生

は良好だが，花粉がないので，受粉樹を混植する

か，人工受粉をする必要があるO

果実は円形， 250"""320 gくらい，大果で玉ぞろ

い良好であるO 果皮の着色はやや少ないが外観良

好である。白肉，肉質は柔軟多汁，甘味きわめて

多く，品質優秀である。日持性はやや良好だが，

「白桃」ほどではな¥¥0 

熟期は中生と晩生の中間， 「高陽白桃_j， r中

津白桃」と同時期に熟す。高級品種として集約栽

培に向くと思われる。

(3) 清水白桃

岡山県御津郡在町字清水で発見された「白桃」

の実生で，岡山県を中心に進物用品種として栽培

されている。

樹勢やや弱いが，花粉はあり，結実良好であ

る。果実は白肉，肉質柔軟多汁T甘味きわめて多

く，酸味微，品質良好であるO 日持性がやや不良

なので，都市近郊で進物用として栽培するのに適

するO 無袋栽培では着色やや不良で，夜蛾の被害

を受けるところでは，有袋栽培を行う必要がある

2. ネクタリン

古い!日1mは黒星病に弱く裂果しやす¥¥。また日
持性も劣るため，栽培適地も限られていたが，最

近の品種は大果で外観も美しく，日持性も良好で

あるO その主なものを第2表に示す。

(1) NJN 17 

アメリカ，ニュージャージー州で育成された品

と ネミ1・ 学 昭和48年 6月1日
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種で，戦後わが国に導入されたO

樹勢強く直立性，花芽の着生少なく，市11実やや

不安定である。果実は短楕円形， 200 gをこえる

大果，果皮の清色良好，裂果なし。

黄肉，甘味多，酸味多，風味濃厚， El持良好，

離核， 8月中旬に熟す。間引きせん定を中心に行

L、樹勢を落ち着かせ，結果の安定をはかる。 品質

よりみて，暖地で栽培すべきである。

(2)秀峰

長野県上田市大字古里の，曽根悦夫氏の白園で

発見された晩生ネクタリンで，昭和45年積商名称

登録されたO

樹勢中ーで，開張性，花芽の着生良好で1E粉あり

開花期早¥¥。果実円形， 240 gくらいの大果，果

皮の着色中位，外観良好，黄肉で肉質しまり， 日

持良好。甘味多，酸味やや少，半粘核，品質良

好。極晩生種で「興津」より20日おそく熟す。台風

や虫害の多い地域と寒地は栽培不適と思われる。

3. かん詰用モモ

かん詰専用種の特性は，第3表の通りである。

(1) シルバー・スター

岡山県農業試験場で育成された，白肉のかん詰

専用穂である。「明星Jx (山下xSims)ー55，昭

和45年命名発表されるO 樹勢強く直立性，結実性

良好。果実は楕円形，大きさ中。白肉で紅色素

少，肉質ゴム質，酸味やや多，杏気微有，事!I核，

かん詰製品の 1!f1~1質良好である。完熟すると乳白色

になる O 熟期は中生， I大久保」とほぼ同時期に

熟す。無袋栽培可能であるが，夜蛾の被害のある

ところは有袋にする。

品種

第2表 ネクタリン主要品種の特性

早生ネクタリン

興 津

N J N 17 
秀 峰

第3表 かん詰用主要品種の特性

培性

耐病性など

黒星病に弱い

黒星病に強い

草丸 期 果 実 の 特 イ生 製品 幸元 上音 '目:
ロ<=1口 種

(平塚) 大きさ 果肉色 肉質 紅色素 酸味 核の粘離 品質 結実性 耐病虫性など

を鳥 7 中 やや小 樟貰 ゴム質 少 中 粘 中，上 良 無袋栽培可能
缶桃 2 号 7 下 やや大 賞 H 中 〆』 H 中，下 やや不良 /1 

明 星 7 -1' やや大 ややj農黄 /1 少 中 /1 中 良 /1 

シルパースター 7 下 中 白 /1 少 中 H 中，上 やや良 /1 

缶 桃 5 号 7下-8上 中 やや濃貰 /1 中 やや少 " 上 ぺ生J理ペ昌良司的ミf務t身~ 夜蛾の被害あり
缶桃 12 号 8 中 櫨貰 " 少 中 /1 中，上 /1 

缶 桃 14 号 8 中 大 /1 /1 少 中 " 中，上 良 /1 
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鹿児島県大島郡沖永良部島

テッポウユリの球根栽培

鹿児島県農業試験場

小林正芳

1. 沖永良部島の概況

沖永良部島は鹿児島の南方536kmにある島で，

周囲は49.3km， 而積は94.5km2で和泊四J， 知名町

の2カ町がある。海岸線は屈曲が少なく，周囲は

珊瑚礁でとりかこまれ， 年平均気温21.60C， 年

平均降水量は2，077mm-で湿度も79%と高く，高温

多湿の亜熱帯:気候、である。

この島で輸出，国内向けのテッポウユリの球根

の生産が行われているが，栽培の歴史も古く，今

年で70年も経過して，年とともに増産の傾向がみ

られ，昭和47年産球根の販売額は5億4千万円に

i圭してL、る。

栽培地の地層は古生層であり，その大部分は琉

球石灰岩(珊瑚石灰岩〉で覆われているO 古生層は

大山の頂上に新村-粘板岩層が，手々知名の北方と

国頭附近に大棚砂岩層が，いずれも小範囲に露出

しているO 琉球石灰岩は古生層を覆い，島の大部

分を占め，国頭J深層は琉球石灰岩の上部を覆い，

島の山頂附近まで分布している O 国頭東北海岸そ

の他には石灰質(有孔虫遺骸その他よりなる〉の砂か

らできた砂丘がある。

火成岩は和泊11fT内城を中心lこ，小範囲に花向岩
が露出している O

土壌は琉球石灰岩，国頭磯層，古生層，花尚岩

を主要母材とした土壌からできており，土性は花

商岩土壌を除いていずれも重粘な土壌で，石灰岩

土壌は腐植に富んでおり，他の土壌は少な¥¥0 土

壌の反応は石灰岩土壌は中性から微アルカリ性

で，他は強酸性が多く，国頭磯層に由来する土壌

の反応、は，いずれも強酸性で下層土が強L、
しかし表層土は石灰分に富むものがみられる

が，これは前記海砂(海岸に分布する石灰質の砂丘砂〉

をユリの生産者が投入する習慣があるための影響

と思われる。古生層の場合も同じである。

この習慣は基盤整備等で下層土が上に出たとこ

と 品作‘ 第三種郵便物認可 (13) 
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ろでは，土性が強酸性となりユリの生育にも悪い

が，海砂の客土は土壌反応の矯正だ、けでなく，同

時に重粘な土壌の理学的性質の改善に役立ち，塩

基の流亡の多い地方では，その効果に持続性があ

るので都合がよ'v¥。最近では，この習慣もなくな

ってきている。

以上のような土壌、で、ユリが栽培されているが，

重粘な土壌ではユリの球根のしまりがよく，温暖

な気温と多い雨量で，良質の球根が生産されてい

る。

昨年は 4，600万球， 5億4，000万円の生産になっ

ているが，植付が9月下旬"-'10月下旬，収穫が6

月で台風常襲地帯であるこの島で，台風期をさけ

た防災作物として，今後も安定した生産が続けら

れるであろうが，こ h まで生産が伸びるには，多

くの苦難を乗り越えて今日まできているO

2. ユリの栽培
栽培されている品種は主にジョージア，ひのも

とであるが，優秀な品種の量産と品質の良い球根

生産が，今後の課題であり，また沖縄県復帰にと

もなう産地のあり方も，検討Aしなければならなく

なってきているO

現在，沖縄県では沖縄本島，久米島，伊計島，

瀬底島，宮古島，石垣島などで生産が始まり， 48 

年産は 150万球の出荷が見込まれている。品種も

今後は地域に適応した，10[，Tillの導入が必要とされる
栽培方法の概要

(1) 種 球前年の 9月にりんぺん繁殖によ

って生産された種球を使用する O

(2) 植付時期 9月下旬"-'10月下旬

(3) 施肥方法 全量元肥方式(植付時期)， 全量

追肥方式(12月下旬〉

(4) 施肥量 15 : 15 : 15(10 a当り成分量〉

(5) 10 a当り植付球数 ジョージア…13，000球

ひのもと・・・18，000球，床巾1.2m，通路0.6m

であるが， 機械利用の場合は， 床巾1.0m通

路0.5mとし， トラクターで床作りする O

(6) 除草剤シマジン， 10 a当り 150g， 

植付直後， 12月下旬， 3月

(7) 収 穫 5月下旬後半から 7月上旬前半

まで。

(8) その他薬散，摘苦，病株等抜取りの作
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る作条， 覆土が可能になった。

(4) ダイジストン4艮の施用 アブ
ラムシ，球根ダニの防除のため

1球 1g球直下施用，このため

栽培期間中，アプラムシの防除

薬散布が省力化されたO

(5) 除草剤の利用 除草作業の省

力。

摘菅作業の省力

摘奮剤の利用 「摘奮剤プルーン」

の散布により摘著作業の省力。

収穫作業の省力

トラクターに掘取り機をセ ットし

掘取り作業を省力。

以上が主な省力作業であるが，こ〉 で問題とな

ってきたことは， あまりにも省力化が進むと，農

家が畑に入る回数が減り，病害等の早期発見，特

に球根で一番恐ろしL、ウイルス病の抜き取り，優

良母球の選定等大切な日常の注意、がおろ そかにな

り， 省力化作業体系の普及にともなう大きな弊害

として，球根生産では畑の見まわり回数の減少

が，大きく品質に影響して くる こと は事実であ

業を徹底する O

3. 省力栽培の普及と問題点

このような栽培で総面積(鱗片繁殖面積を含む〉

700ha .で抽苔株数1億 5，000万本はあるかと思わ

れるが，球根生産が目的であるので摘花，摘奮さ

れるので花はほとんど見られなし 、

面積の増加，労力の不足，基幹作物サトウキど

との関係から省力化が進み，各作業が省力されて

きた。

植付時の省力

(1) 種球の消毒 (従来通り〉

(2) 施肥の省力 慣行性肥料による全量元肥，

全層施肥により追肥作業の省力。

(3) 植 付広い面積ではトラクターによ

アジア米 (コメ〉貿易基金が発送

国連アジア極東経済委員会(エカフェ〉東京総会

は，去る 4月19日午後本会議を聞き， Iアジア経済
同盟」と「アジア米(コメ〉貿易基金」の両協定案

に関係諸国が署名した。

アジア経済同盟は 5カ国，アジア米(コメ〉貿易

基金は3カ国の署名があれば発動する。両協定は今

後エカフェ域内の貿易拡大に大きな役割を果すこと

になるとみられている。

アジア米(コメ〉貿易基金は，米の需給を円滑に

するため1969年以来， 専門家，関係各国政府間協議

会を開いて検討した解決策の一つである。

エカフェ域内の開発途上国は，国際金融機関や先

進諸国から無償の援助や長期低利融資による総額 5

千万ドルをきょ出してもらい，関係各国の政府べー

る。

い くら省力されたか らといっ ても畑の見廻り，

作物の観察は必要であり， 省力化対策が惰農育成

対策と ならないよう指導することが，今後の大課

題ではなかろうか。

スで米の延払L、取引(期間 5年以内， 金利年7.5%)

を促進しようというもので，年間取扱い量は20万ト

ンと想定しており， 基金の規模は利子余裕金の投資

などによって， 10年後には 8，500万ドルに増える見

込である。

米国からの農林水産物輸入額

昨年は53，8%と急増
農林省は去る 4月28日， 47年度の米国からの農林

水産物輸入の額は27億3，996万7千ドノレに達し，前年

度を53.8%も上回ったと発表した。

なお工業製品をも含めた米国からの総輸入額の伸

び26.3%を大きく上回っており，これに伴い米国か

らの総輸入額に占める農林水産物の割合も， 46年の

35.7%から47年度は43.5%に増大した。
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-時。--ーーー 』二士 二工 コこ γ= ーー山ーーコ士 =こよ・4み4・b・・・t= 一 二工ー

みかんの防除作業方式別栽培面積(昭和45年)(ha) 

スピードスプレヤー 広 IIJ散布機 定置配管施設 全

自走式 けんいん式 ー計 導入台数 カ所数 栽

導入台数而導入台数商導入台数
士音

而 fm 而
面

個人共同計 約個人共同計税制人共同計 桜{ イ岡人 共同 イ|占l人 共同 *i'l 積

茨城 2 2 19 2 2 19 194 

千~.~ 50 10 60 20 190 90 28.0 359 674 

神奈川 17 17 32 17 17 32 7 71 250 4，787 211 4，808 2，052 3，930 

i'iJ'十 l司 l 11 1 11 1 111 15，121 232 15，353 11，024 17，700 
トーーー

者，¥:JI: 3 1 3 7 2 9 7 143 

1岐阜 30 1 31 45 220 

愛知l 8 91 107 8 91 107 4 4 61 303 32 335 1，025 3，420 

三重 4 41 106 4 41 . 106 9 91 716 1，455 501 1，505 1，635 2，760 

;j'..者1; 7 22 29 137 247 

トー一一
大|坂 I 15 15 1，089 381 1，127 1，303 2，950 

奈良 160 3 163 66 468 

兵 N， 1 8 2 2 14 3 3 22 9 9 93 401 41 442 769 846 

和歌山 2 2 40 l 12 3 3 52 l 151 12，603 100 12，703 6，783 12，100 

|向山 3 3 36 54 22 76 151 810 

ト一一一一一ト一一

広島 1 2 l 2 5 6 501 7，667 941 7，761 5，033 8，510 

山口 3 3 47 5 5 35 8 8 82 3 6 9 621 2，955 124 3，079 1，980 4，080 

徳島 1 1 26 l 26 3，717 511 3，768 2，951 4，020 

香川 1 1 50 1 50 2 15 171 190 3，272 961 3，368 2，632 5，160 

愛媛 4 5 91 408 5 51 378 4 10 141 786 7 14 211 241 41，727 825 42，552 18，725 21，500 

高知 4 4 70 4 4 701 320 31 323 110 7，400 200 7，600 2，700 2，850 

福岡 2 2 38 2 2 38 4 4 56 1 9，505 402 9，907 7，192 8，570 

佐賀 4 41 100 14，500 250 14，750 10，600 13，100 

長崎 1 15 6 6 83 7 7 98 4，974 465 5，439 7，960 13，900 

熊本 5 5 65 5 5 65 4 41 117 9，478 248 9，726 8，264 12，700 

大分 5 5 81 1 11 121 196 1 16 171 277 10 111 114 8，621 405 9，026 7，548 9，430 

宮崎 11 111 179 2 6 81 142 2 17 191 321 1 37 381 459 3，715 921 J，807 3，601 6，270 

鹿児島 6 61 208 1 7 81 238 1 13 141 446 8 8 931 4，159 215 4，374 3，856 6，230 

計 4 41 4511，143 7 82 8911，484 161 123 134 2，627 386 153 539 2，195 157，897 4，121 162，018 108，400 163，000 

構成比 0.7 0.9 1.6 1.4 66.5 100 

(注) 1 動噴によるものは50.138ha (全商積163千haの30.5%)と見込まれる。

※ 4月号旬、んきつの多目的スプリンクラ一事業"12頁参照
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; 生産は微増するが i 

j所得は落込む?;

農林省は去る 5月4日， 48年度の「農業観測」

を発表したが，これによると，農業生産の伸び

は， 4年ぶりに上向いた47年度より落ち，微増に

とどまるが，一方，農業資材の価格急上昇などに

よって，農産物価格がやや値上りする見込みなの

で農業総産出額は前年度をある程度上回る見通し

である。

しかし，農業生産の伸び、が鈍ったり，経費が増

大しているため，生産農業所得は前年度の伸び、を

大きく下回るものとみられる。

しかし，自給率の低下などで， 日本の農業経済

は世界の農産物需給の変化に，大きく左右される

体質となっているので，海外の農業生産の動きに

よっては，こんどの「観測」もかなり修正される

ことになると農林省で、はみている。

農業生産農業生産は，米価の抑制や，米の生

産調整などで， 44年度から46年度までそれぞれ前

年度を下回り続け，兼業や出かせぎ増大の大きな

原因となってきたが， 47年度は米価引上げや，

米，みかんの豊作などで5.9 ~ぢも伸びた。

しかし， 48年度は，豚肉や大豆の生産増は見込

まれるが，麦類やイモ類が引続きかなり減少する

ほか，みかんが裏作に当るので，全体としては僅

か 1.-..，2%の伸びで終りそうである O

農産物価格一方，農産物価格は，牛乳や鶏

肉，大豆がかなり値上りし，みかんも大豊作で暴

落した前年度の水準を，だいぶ持直す見通しなの

'('， 4 ~ぢ弱の上昇が予想、されている O しかし4.9

5ぢも値上りした47年度にくらべれば，やや落着い

た感じである。

農業総産出額農業総産出額は， 45年度に僅か

1%の伸びで頭打ちとなり， 46年度は15年ぶりに

前年度を下回ったO しかも 5.2%もの大111減少で

農村不況の深刻化が問題になったが，昨年度はし 1

っきょに 9.9%前年度を上回り，農家経済にひと

息つかせた。

48年度の農産物の生産・価格の見通し
(対47年度比)

農業生産 1-2% ? 
農産物価格 4%弱 ノ
農業総産出額 5%くらい ノ
農業資材価格 7%程度 λ 
生産農業所得 3%強 / 

品目 生産量 価格
米 →
麦 6~15%台、

牛 乳 2%台以内ノ 6-10%台〆
牛 肉 →安定的に推移

豚 肉 6-15%台ノ 3-5%台¥
鶏 肉 → 3-5%台ノ
ミカン 6-15%台、 11--15%台ノ
リンゴ 2%台以内、 3ー 5%台ノ
ブドウ 2%台以内ノ 6-15%台ノ
野 菜 3-5%台ノ 3-5%台ノ
;パレイショ 6 -10%台、 3-5%台ノ
;大 豆 6-15%台ノ 6-10%台ノ
茶 2%台以内ノ 3-5%台/
〈注〉ノは増加または値I り、、は減少また
は値下り、→は横は‘い

48年度も，農業生産の微増と若干の価格上昇に

よって5%くらいの伸びが期待されているが，前

年度の伸び等には遠く及ぱなし ¥0

生産農業所得 また農業総産出額から経費を引

き，米生産調整奨励補助金などを加えた生産農業

所得も， 47年度は前年度を12.7%も上回ったが48

年度は 3勉強と，伸び率はかなり落込む見込み、で、

ある。

こんどの「観測J で目をヲ|くのは，農業資材価

格が昨年度を 7%程度も上回るとみられているこ

と，農業資材はこのところせいぜい3%台の上昇

率で収ってきたが，今度は農業機械や，肥料，農

業などの値上りに加えて，配合飼料の価格がさら

に高騰する気配が強く，農家の経営を大きく圧迫

しそうである。

ri~:;~ .. ~・m;z::詰首謀FZZ;
;中町_'II .， ~'~II'" いているようです。これまでのような i
i安易な〈と云っては誤弊があるかも知れませんが) ( 
j考えで問題に対処することは到低不可能な時代に突;
;入しそうです。 i 
? とくに，国際的な異常気象がもたらす農産物の不 j
i作は，容易ならぬ問題に発展する可能性がありま!
;す。わが国の米は，当分需給面に問題はないという;

i楽観論というか，オーソドックスな見方というのか!
!とにかく一部には 1 だ心配ない"とする意見があ i
iりますが，果してそうでしょうか? { 

i 関東以西は別としても，今夏の東北は寒冷な気象;
iに見舞われると予報されているにつけ，何となく肌 i
j寒さを覚えてならないこの頃です。 CK生) ~ 
~""，I.~，.; .M...-ItrJ"If.，.，"." ... ~拘向""'"‘.--...._.... 


